
  

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

た
め
の
法
律
が
整
備
さ
れ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
必
要
と
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
2
0
1

7
年
版
世
界
男
女
格
差
指
数
で
は
、
日
本
は

144
か
国
中
114
位
と
、
過
去
最
低
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
健
康（
1
位
）」、「
教
育（
76

位
）」
と
比
較
し
、「
政
治（
123
位
）」、「
経
済

（
114
位
）」
の
分
野
の
男
女
間
の
格
差
が
特
に

大
き
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
社
会

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
活
躍
し
た
い
と
希
望
す
る
す
べ
て
の
女
性

が
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
と
な

る
た
め
に
は
、
職
場
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
の
中
で
も
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
役
割

分
担
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

男
で
○（
ま
る
）、女
で
○（
ま
る
）、共
同
作
業
で
◎（
に
じ
ゅ
う
ま
る
）※

　
働
き
方
に
つ
い
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
家
庭
や
地

域
、
職
場
だ
け
で
も
様
々
で
す
。

　
「
女
だ
か
ら
」
「
男
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男

女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
、
男
女
が
と
も
に
輝
け
る
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
ぜ
ひ
様
々
な
場
面
で
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
毎
年
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
見

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
研
修
会
へ
の
交
通
費
を
助
成
す
る
制
度

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
も

一
緒
に
学
び
、
暮
ら
し
の
中
で
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

「
男
で
○
（
ま
る
）
、
女
で
○
（
ま
る
）
、
共
同
作
業
で
◎
（
に
じ
ゅ
う
ま
る
）」

…

平
成
29
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間
（
毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

　
司
法
書
士
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
井
口

鈴
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
、
27
歳
の
時
、
埼
玉
県
で
290
名

い
る
司
法
書
士
の
中
で
4
番
目
の
女
性
司
法
書

士
と
し
て
市
内
で
開
業
し
、
多
方
面
で
ご
活
躍

さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

Q
　
司
法
書
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

A
　
会
社
で
は
男
性
が
優
遇
さ
れ
る
時
代
だ
っ

た
の
で
何
か
資
格
を
取
れ
ば
、
男
女
平
等
に

働
け
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Q
　
新
人
司
法
書
士
時
代
に
男
女
間
格
差
を
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

A
　
特
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
は
、
女
性
の
司
法
書
士
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
依
頼
者
や
相
談
者
か
ら
は
覚
え

て
も
ら
い
や
す
か
っ
た
で
す
。

Q
　
「
司
法
書
士
」
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て

A
　
自
分
は
「
人
間
が
好
き
」
だ
か
ら
、
こ
の

仕
事
が
好
き
で
す
。
定
年
が
な
い
の
も
よ
い

の
で
す
が
、
人
と
人
と
の
つ
な
り
が
自
分
を

豊
か
に
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
が
結
果
的
に
相

談
者
や
依
頼
者
に
還
元
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

Q
　
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
女
性
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
　
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
を
よ
く
考
え

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
れ
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
と
こ
と
ん
や
り
ぬ
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
法
律
が
整
備
さ

れ
、
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　女性としての様々な悩み・・・
　仕事や職場、夫婦や子ども、友人や自分自身
など、誰にも話せなかった悩みを話してみませ
んか？県外の女性相談専門のカウンセラーが相
談をお受けします。
相談日時▶毎月第 2・ 4月曜日（原則）
　　　　　※予約制
　　　　　10：00～12：00、13：00～16：00
　　　　　相談時間は一人50分
相談場所▶市役所仮設庁舎相談室
※ 5月の相談から新庁舎で行う予定です。

　アソシエは、男女共同参画社会の実現を目指し
て、学習、交流をするための場所です。ぜひ、一人
でもお気軽に利用してください。
場所▶さくらフレンド内（東中学校裏にある勤労青

少年ホームの中です）
開設時間▶ 9 ：00～21：30（原則）
広さ▶約23㎡（10人程度の利用は十分可能です）
利用方法▶予約は不要です。
その他▶貸し出し用の男女共同参画に関する書籍な

どもありますのでご活用ください。
※ 5月 7日㈪から新庁舎 2階に移転予定です。

  
家
庭
で
の
働
き
方

　
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
、
家
庭
内
で
や

る
べ
き
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
役
割
が
固
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
例
え
ば
夫
婦
間
で
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
、

「
い
ろ
い
ろ
と
忙
し
い
の
に
ご
は
ん
を
作
ら

な
き
ゃ
」
と
慌
て
る
の
で
は
な
く
、
「
こ
れ

は
私
、
そ
れ
は
あ
な
た
」
と
い
う
よ
う
に
、

生
活
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度
相
談
し
、
分
担

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
が
で
き
な
い
か
ら
と
一
方
的
に
頼
む

の
で
は
な
く
、
一
緒
に
や
る
、
得
意
分
野
で

分
担
す
る
な
ど
、
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
で
、
家
庭
で
の
働
き
方
が
変
わ
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

地
域
で
の
働
き
方

　
地
域
活
動
の
中
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
は

た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
運
営
の
中
心
と
な
る

と
、
「
代
表
は
男
性
が
行
う
も
の
」
と
思
う

方
が
多
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
で
、
男
性
の
参
加
が
多
い
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
消
防
団
員
な
ど
で
は
、
全
国
的

に
見
る
と
少
し
ず
つ
で
す
が
女
性
の
参
加
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

  

職
場
で
の
働
き
方

　
あ
る
企
業
で
は
、
女
性
社
員
の
頑
張
り
が

評
価
さ
れ
、
会
社
と
し
て
も
い
い
サ
イ
ク
ル

と
な
り
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
が

促
進
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
男
性
の
育
児
休
暇
の
取
得
や
長
時
間
労
働

の
見
直
し
な
ど
、
法
整
備
に
よ
り
様
々
な
勤

務
形
態
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
、
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
働
き
方
を

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス…

仕
事
と
仕
事
以
外
の

生
活
と
の
調
和
を
と
り
、
そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る

働
き
方
・
生
き
方
の
こ
と
。

※

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ…
多
様
性
。
性
別
や
国
籍
、
年

齢
な
ど
に
関
わ
り
な
く
、
多
様
な
個
性
が
力
を
発
揮

し
、
共
存
で
き
る
社
会
の
こ
と
を
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
と
言
う
。

　
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
職
業

生
活
を
営
み
、
ま
た
は
営
も
う
と
す
る
女
性
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
8
月
に
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
「
働
き
方
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

活
躍
す
る
女
性
に

　
　聞
い
て
み
ま
し
た
！

変
わ
る
！
女
性
の
働
き
方
　〜
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
〜

変
わ
る
！
女
性
の
働
き
方
　〜
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
〜

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報
『
か
が
や
き
』
広
報
版

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

作
成
協
力
▼
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報

「
か
が
や
き
」
編
集
委
員

詳
し
く
は
蜊
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

女性相談 ～フェミニストカウンセリング～アソシエを知っていますか？

子どもができたら仕事を辞め、子どもに手がか
からなくなったら再び仕事をする
結婚や出産にかかわらず、ずっと仕事を続ける
子どもができるまでは仕事を続け、子どもがで
きたら仕事を辞める
結婚するまでは仕事を続け、結婚したら辞める
仕事は持たない
その他

48.3%

30.1%

13.5%

女性の働き方について、望ましいと思うのはどれですか

桶川市男女共同参画
　市民意識調査より（抜粋）

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
な
？

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
な
？

「女だから」「男だから」というのは関係ないよね

職
業
イ
ラ
ス
ト
提
供
：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

子どもが好きだから保育士になりたいなぁ 人の役に立つ仕事
が

したいなぁ

※

※

2.6%

4.8%

0.7%
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●
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
平
成
29
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
た
だ
し
、
次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
は
、
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
（
還
付
申
告
を
含
む
）
を

す
る
人

②
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源

泉
徴
収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
（
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
各
種
控
除
を
追
加
す
る
場
合

は
、
申
告
が
必
要
で
す
）

③
昨
年
の
収
入
が
な
く
、
市
内
に
住
む
家
族
・
親

族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

▼
年
金
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
か
つ
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
人
で
、
確
定
申
告
が
不
要
の
人

で
も
、
年
金
天
引
き
以
外
の
追
加
の
控
除
（
社
会

保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料

控
除
、
医
療
費
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
が
あ
る

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
給
与
も
し
く
は
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
他

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
確
定
申
告
が
不
要
の
人

で
も
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
経
費
が
あ

る
人
は
合
わ
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
市
県
民
税
申
告
書（
申
告
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
平
成
29
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
期
間
の
収

入
金
額
や
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

給
与
明
細
、
収
支
内
訳
書
な
ど
）

・
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
平
成
29
年
中

に
支
払
っ
た
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
）

（
例
）
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
。

障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
人
は
障
害
者
手
帳
や
認

定
書
な
ど
。
医
療
費
控
除
も
し
く
は
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
特
例

を
申
請
す
る
人
は
明
細
書
。

※
医
療
費
の
領
収
書
が
提
出
不
要
と
な
り
、
代
わ

り
に
明
細
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

・
個
人
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書
類

（
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
人
の
個

人
番
号
も
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
個
人
番
号
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

●
郵
送
で
の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
申
告
書
を
記
入
し
た
人
は
郵
送
で

の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
記
入
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印

の
う
え
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
写
し
可
）
を
同
封
し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
扶
養
家
族
の
記
入
漏
れ
や
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

が
な
い
場
合
、
所
得
、
控
除
を
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
記
入
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
市
県
民
税
申
告
会
場
」
で
の
申
告
受
付

　
申
告
は
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
受
付
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
告
会

場
に
申
告
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
3
月
6
日
㈫
〜
15
日
㈭
（
土
・
日
を

除
く
）
の
間
、
市
役
所
税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

送
付
先
　
〒
363
–
8501
　
住
所
記
入
不
要

　
　
　
　
桶
川
市
役
所 

税
務
課
市
民
税
担
当

　
2
月
21
日
㈬
か
ら
、
市
県
民
税
の
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告
内
容
は
、
課

税
（
非
課
税
）
証
明
書
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市
県
民

税
の
申
告
を
し
た
人
へ
は
、
1
月
下
旬
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
3
月
15

日
㈭
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
の
日
程
お
よ
び
必
要
書
類
の
詳

細
は
、
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
蜊
税
務
課

市
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

お
詫
び

と
訂
正

　
広
報
１
月
号
と
同
時
配
布
し
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の  

２
医
療
費
（
上
記
１
以
外
）
の

明
細
の
⑶
医
療
費
の
区
分
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○正
「
医
薬
品
購
入
」　
○誤
「
医
療
品
購
入
」 

　※

配
布
済
み
の
明
細
書
は
、そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

・

・

受付日 対象地区 受付会場

２
月

21日㈬ 東・西・南・北

東公民館
（末広
　2-8-29）

22日㈭ 坂田・坂田東

23日㈮ 末広・若宮・寿

26日㈪

神明・小針領家・
倉田・朝日・加納・
篠津・五丁台・
舎人新田・赤堀

28日㈬ 鴨川・泉
市役所分庁舎

（上日出谷
　　 936-1）

３
月

1 日㈭ 下日出谷・下日出谷西

2 日㈮ 上日出谷

5 日㈪ 川田谷

受付時間▶
午前 9時～11時・午後 1時～3時30分
※期間中は、市役所税務課では受け付けません。
※上記受付日以外は、受付会場に税務課職員がいない
ため、受け付けできません。
※毎年、申告初日や午前中は会場が大変混み合いま
す。できるだけ混雑を避けて来場してください。
※駐車場は限りがあります。公共交通機関を利用して
ください。
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